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音楽科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

【思考・判断・表現】表現や鑑賞の幅広い活動を通して、音楽に対する感性を豊かにし、音楽活動の基礎的な能力を伸ばし、豊かな情操を養う。 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・実技（歌唱・リズム）に対して積極的である。 

・音楽用語などの基礎知識が身についていない。 

・表現・思考に差がある。 

・ＩＣＴを利用しての調べ学習がスムーズでない。 

 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・言葉のリズムを取り入れ、リズムに興味をもたせる。 

・繰り返しワークシートなどを使う。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・いろいろなことに気付かせるきっかけを与える。 

・調べる手順を分かりやすく指導する。 

・曲に応じた発声で言葉の特性を生かして歌唱することができ

た。 

・楽器の特徴を知り、基礎的な奏法を身に付け演奏することがで

きた。 

・ICT を活用しワークシートを進めたり、動画を撮ったりするこ

とで合唱の技術を向上させることができた。 

第

２

学

年 

・歌唱は積極的に行うが、発声が弱い。 

・音楽用語などの基礎知識が身についている生徒が

増えてきた。 

・歌唱表現や、鑑賞後の感想に差がある。 

・授業内での発言が増加してきた。 

・ＩＣＴを利用しての調べ学習がだんだんできるよ

うになってきた。 

・リズム作成を積極的に取り組むが歌唱力が弱くな

っている。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・発声練習を多く取り入れ、歌いやすい曲を選曲する。 

・繰り返しワークシートなどを使い、また、全員授業内で答

えられるようにする。 

・気付いたことだけではなく、自分の考えを感想に取り込め

るよう促す。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・発言の内容を深める指導を行う。 

・ＩＣＴを利用する機会を増やし、深い学びにしていく。 

・声部の役割と全体の響きとの関わりを理解して、表現方法に工

夫を加えながら合唱できた。 

・音楽の特徴を文化や歴史や他の芸術と関連付けられることを理

解し、鑑賞することができた。 

・授業内で発言する回数を増やすことで発表する生徒が増えた。 

・ICT を活用した調べ学習を通し、興味関心を広げた。 

第

３

学

年 

・実技（リズム）は積極的に行い、合わせる楽しさが

見られる。 

・音楽用語などの基礎知識が身につき、表現に生か

されている。 

・鑑賞文などに表す個人の考えの記述が充実してき

た。 

・ＩＣＴを利用してスムーズに調べ学習ができ、自

分で興味があるものを深く学ぶ姿勢がみられる。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・いろいろな楽器を体験させ、興味をもたせる。 

・さらに細かな表現ができる音楽用語を学習し演奏に生か

す。 

・違う演奏者との聞きくらべなどをし、さらに深める。 

・ＩＣＴを利用する機会を増やし、身近な音楽を知るきっか

けをつくる。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・違う演奏者との聞きくらべなどをし、さらに深める。 

・ＩＣＴを利用する機会を増やし、身近な音楽を知るきっか

けをつくる。 

・リズムでは表現したいイメージをもち、反復・変化・対象など

の構成を工夫しながら演奏できた。 

・日本の伝統芸能や諸外国のさまざまな音楽の特徴を理解し鑑賞

することができた。 

・器楽では基礎的な奏法を学び、曲にあった音を感じ演奏するこ

とができた。 

・ICT を活用し、楽器の奏法を学び撮影することで、目と耳で確

認することができた。 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 

音楽科 


